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例中 46例（43.0%）、inv(16)/t(16;16) 31例中 12例（38.7%）でKIT変異が検出され、
統計解析の結果、CBF-AML全体で、KIT変異陽性例はKIT変異陰性例に比べ有意に
無症候生存率が低く（3年無症候生存率: 58% vs 75%, P=0.029）、累積再発率が高かっ
た（3年累積再発率: 38% vs 20%, P=0.024）。全生存率には有意差を認めなかった。各々
の染色体異常ごとに解析したところ、t(8;21)症例において、KIT変異陽性例はKIT変
異陰性例に比べ無症候生存率が有意に低く（3 年無症候生存率: 56% vs 75%, 
P=0.037）、この差はエクソン 17変異陽性例（23例）において顕著であった（3年無




意に低く（3年無症候生存率: 34% vs 72%, P<0.001; 3年全生存率: 69% vs 96%, 
P=0.001）、累積再発率は顕著に高かった（3年累積再発率: 59% vs 26%, P=0.007）。
一方で、inv(16)/t(16;16)症例においてはKIT変異と予後との相関性を見出せなかった。
これら解析結果より、小児CBF-AMLにおいてKIT変異は重要な予後不良因子であり、


















と認める。なお、本学位授与申請者は、平成 27年 9月 3日実施の論文内容とそれに
関連した試問を受け、合格と認められたものである。 
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